












〔目的〕周産期医療の変化に伴い脳性麻痺の症候は大きく変化すると予想される。早期か

ら適確に病態を把握する上でCT 像からの情報は今後その比重を大きくすると考えられる。

本研究の目的は,(1)陽圧呼吸が新生児医療に導入される以前の脳性麻痺から代表的な 2つ

のグループを選び,病態・症候に焦点をあわせ,その CT 像の分析を行い,(2)新生児期から乳

児早期に生じる頭蓋内出血に焦点をあわせ,彼らの急性期 CT 像の特徴とその経時的変化を

臨床症候とあわせ分析し,今後複雑化する脳性麻痺の臨床を CT像から理解するための基礎

資料とすることを目的とする。 


